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対象施設 斑尾高原スキー場 

版 2026 年 9 月統合改定版 

 

第 1 章 総則 

（適用範囲） 

第 1条 斑尾ホスピタリティ合同会社（以下「当社」といいます。）が運営する斑尾高原スキー場

（以下「当スキー場」といいます。）の利用契約及び当社が経営する索道事業に関する運送契約

は、この約款の定めるところによります。この約款に定めのない事項については、法令又は一般の

慣習によります。 

2 当社がこの約款の趣旨、法令及び一般の慣習に反しない範囲で特約を設けた場合は、その特約

がこの約款に優先します。 

3 当スキー場と他の事業者が運営するスキー場との共通乗車券を利用する場合、それぞれの事業

者が定める約款その他の利用条件が適用されます。 

（目的） 

第 2条 この約款は、利用者及び旅客の安全を確保し、当スキー場の秩序を維持するとともに、当

社と利用者又は旅客との権利義務を明確にすることを目的とします。 

（定義） 

第 3条 この約款における用語の意味は、次の各号のとおりとします。 

（1）「スノースポーツ」とは、スキー、スノーボードその他すべての雪上スポーツ及び雪上活動

をいいます。 

（2）「利用者」とは、乗車券の購入又は所持の有無を問わず、当スキー場を利用するすべての者

をいいます。 

（3）「旅客」とは、当社の索道による運送を受ける者をいいます。 

（4）「管理区域」とは、当社が安全管理を行い、営業中のコース、リフト乗降場その他当社が利

用を認めた区域をいいます。 

（5）「滑走禁止エリア」及び「立入禁止区域」とは、管理区域内において、雪崩、地形、施設、

作業その他安全上又は運営上の理由により、標識、ロープ、ネット、ポールその他の方法で立

入り又は滑走を禁止した区域をいいます。 
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（6）「管理区域外」とは、当スキー場の管理区域の境界外にある区域をいい、一般にバックカン

トリーと呼ばれる区域を含みます。当社は、管理区域外についてコース整備、巡回、雪崩管

理、危険表示、救助その他の安全管理を行いません。 

（7）「ツリーランコース」とは、管理区域内において当社が正式なコースとして設定する林間コ

ースをいいます。 

（8）「非圧雪コース」とは、管理区域内においてツリーランコースを除いた当社が正式なコース

として設定する圧雪作業を実施しないコースをいいます。 

（9）「乗車券」とは、リフト券、シーズン券、共通乗車券その他、当社の索道を利用する資格を

示す券又は電子的記録をいいます。 

（10）「IC カード」とは、乗車券情報を記録する非接触式カードをいいます。 

第 2 章 スキー場利用契約 

（利用又は継続の拒絶） 

第 4条 当社は、利用者が次の各号のいずれかに該当する場合、当スキー場の利用開始又は継続を

拒絶し、管理区域からの退去、乗車券の停止又は回収その他必要な措置を講じることがあります。 

（1）この約款、法令、標識、掲示、場内放送又は係員の指示に従わないとき。 

（2）当社が対応できない特別な負担を求めたとき。 

（3）利用が法令、公の秩序又は善良の風俗に反するとき。 

（4）飲酒、薬物、疾病、負傷その他の事情により、安全な利用が困難と認められるとき。 

（5）天災、悪天候、雪崩危険、施設故障その他やむを得ない事由により安全確保が困難なとき。 

（6）暴力団、暴力団員その他反社会的勢力に該当し、又はこれらと関係を有すると認められると

き。 

（7）他の利用者、従業員又は施設に対する暴力、威迫、迷惑行為その他安全又は秩序を害する行

為をしたとき。 

（8）その他、当社が安全確保又は秩序維持のため利用を不適当と判断する正当な理由があると

き。 

（営業及び利用の制限） 

第 5条 当社は、降雪不足、天候、雪質、雪崩危険、施設の点検・故障、事故、競技会その他の事

情により、営業時間、営業期間、コース、ツリーランコース、索道その他施設の全部又は一部を変

更、制限、閉鎖又は休止することがあります。 

2 営業予定、運行予定、コース開放予定等は見込みであり、当日の安全判断その他の事情により

予告なく変更されることがあります。 

（スノースポーツに内在する危険） 

第 6条 利用者は、スノースポーツに次の危険が内在することを理解し、自らの責任において危険

を予測し、回避しながら行動しなければなりません。 

（1）降雪、吹雪、降雨、強風、濃霧、低温、日没その他天候による危険 

（2）崖、急斜面、凹凸、沢、溝その他地形による危険 
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（3）アイスバーン、深雪、クレバス、雪庇、雪崩その他雪又は氷の状態による危険 

（4）立木、枝、切り株、茂み、岩石、露出した地表その他自然の障害物による危険 

（5）リフト支柱、人工降雪設備、標識、ロープ、ネット、マット、建物その他人工物による危険 

（6）圧雪車、スノーモービルその他雪上車両との接近又は衝突による危険 

（7）他の利用者との接近又は衝突による危険 

（8）テレインパーク、ツリーランコース、非圧雪コースの利用に伴う危険 

（9）速度超過、技量不足、疲労、体調不良、不適切な用具その他利用者自身に起因する危険 

（10）その他これらに類する危険 

（標識及び係員の指示） 

第 7条 利用者は、標識、ロープ、ネット、掲示、場内放送、コースマップ及び当社ウェブサイト

に示す注意・警告並びにパトロールその他係員の指示に従わなければなりません。 

2 利用可能な区域か判断できない場合、利用者は進入せず、係員に確認しなければなりません。 

（滑走時の基本義務） 

第 8条 利用者は、自らの技能、体調、用具、地形、天候、雪質、視界及び混雑状況に応じて速度

と進路を制御し、次の事項を守らなければなりません。 

（1）常に前方を注視し、いつでも停止又は回避できる方法で滑走すること。 

（2）上方又は後方から滑走する者は、前方の利用者の安全を確保できる進路を選ぶこと。 

（3）追越しの際は、相手の不意の動きを考慮して十分な間隔を保つこと。 

（4）滑り始め、コースへの合流又は横断の際は、上方及び下方を確認すること。 

（5）転倒した場合は速やかにコースを空けること。立止まり、徒歩移動又は登行をするときはコ

ース端を利用すること。 

（6）流出した用具により他人へ危害を与えないよう、流れ止め等を使用すること。 

（7）業務中のパトロール及び雪上車両を優先し、必要に応じて停止又は徐行すること。 

（徐行義務） 

第 9条 利用者は、視界不良、積雪不足、コース合流部・狭窄部、リフト乗降場付近、キッズエリ

ア付近、混雑時、障害物又は雪上車両への接近時その他徐行しなければ危険な状況では、直ちに停

止できる速度まで減速しなければなりません。 

（滑走用具等の移動） 

第 10条 当社は、安全の確保、施設の管理又は営業上の支障を防止するため必要がある場合、利

用者が管理区域内に置いたスキー、スノーボードその他の滑走用具、荷物その他の物品を、利用者

の承諾を得ずに移動することがあります。 

（ツリーランコース及び非圧雪コース） 

第 11条 当スキー場のツリーランコースは、管理区域内に設けられた正式なコースです。利用者

は、当社が営業中として開放しているツリーランコースを、コースマップ、標識及び係員の指示に

従って利用してください。 
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2 ツリーランコース及び非圧雪コースには、立木、枝、切り株、深雪、沢、凹凸その他そのコー

スの特性に応じた危険があります。利用者は、第 6条に定めるスノースポーツに内在する危険を理

解し、自らの技能、体調、装備及び当日の状況に応じて滑走してください。 

3 閉鎖中のツリーランコース若しくは非圧雪コース又はそのコース内に設定された滑走禁止エリ

アへ立ち入ってはなりません。 

（管理区域外への退出） 

第 12条 管理区域外（バックカントリー）は、当スキー場のコースではなく、管理区域内にある

ツリーランコース及び非圧雪コースとは明確に異なります。 

2 当社は、管理区域外について、コース整備、巡回、雪崩管理、危険表示、救助その他の安全管

理を行いません。利用者が管理区域外へ出る場合は、自らの責任において、必要な知識、技術、装

備、登山計画、通信手段及び保険を準備しなければなりません。 

3 当スキー場は、利用者が管理区域外へ出ること自体を一律に禁止しておりません。 

4 当スキー場は、管理区域外への退出に指定ゲートを設けていません。 

5 利用者が管理区域外へ出る場合は、次の各号を遵守するものとし、管理区域外への退出及び退

出後の行動は、利用者の完全な自己責任とします。 

（1）管理区域外の土地への立入り又は当該土地の利用が可能であるかについて、当該土地の所有

者その他の管理者に自ら確認すること。 

（2）ゲレンデマップ、現地の標識その他の表示により、管理区域と管理区域外との境界を自ら確

認すること。 

（3）管理区域内の滑走禁止エリア若しくは立入禁止区域へ進入し、又はロープ、ネットその他の

規制物を通過し、若しくは越えて管理区域外へ退出しないこと。 

（4）管理区域外において樹木、土地、施設その他の物を毀損した場合、当該土地の所有者その他

の権利者から損害賠償を請求されることがあることを理解すること。 

（テレインパーク等） 

第 13条 利用者は、テレインパークその他特別に造成された区域を利用するときは、現地の注意

事項に従い、自らの能力及び技術の範囲内で利用し、着地点及び周囲の安全を確認し、ヘルメット

その他必要な防具を着用するよう努めなければなりません。 

（禁止行為） 

第 14条 利用者は、次の行為をしてはなりません。 

（1）管理区域内の滑走禁止エリア及び立入禁止区域への進入若しくは滑走 

（2）当社が定める利用可能時間外に、各施設及び管理区域内に立ち入ること。ただし、リフト券

の購入その他当社が認める目的のため、当社が開放する施設及び指定通路を利用する場合を除

きます。 

（3）当社がリフト乗場の待機場所を開放し又は係員が待機を認める案内を行う前に、索道の運行

開始待ちを目的としてリフト乗場若しくはその周辺に立ち入り、滞留し、待機列を形成し、又

は滑走用具その他の物品による場所取りをすること 

（4）管理区域外へ退出するために、管理区域内の滑走禁止エリア若しくは立入禁止区域へ進入

し、又はロープ、ネットその他の規制物を通過し、若しくは越えること 
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（5）当社が認めた場所以外での登行、徒歩移動、キャンプ又は幕営 

（6）他の利用者又は自然物・人工物に危険な程度まで接近する滑走 

（7）索道の運行、雪上車両又はパトロール業務を妨げる行為 

（8）標識、ロープ、ネット、設備その他施設を移動、損壊又は改変する行為 

（9）飲酒、違法薬物、薬の影響その他心身が正常でない状態での利用 

（10）当社の許可を得ず、営業若しくは営利を目的とする指導、撮影、イベントその他これらに類

する活動を行うこと 

（11）個人利用その他利用目的のいかんを問わず、当社の許可を得ずにドローンその他の無人航空

機を飛行させ、又はこれらを使用して撮影すること 

（12）指定場所以外での喫煙、物品の投棄又は放置 

（13）当社の許可を得ず動物をコース内に入れ、又は放つ行為 

（14）他人の安全、営業秩序又は自然環境を害する行為 

（15）その他前各号に類する行為 

（指導者及び受講者） 

第 15条 当スキー場で他人を指導・監督する者は、この約款を率先して遵守し、受講者の能力、

天候、雪質及び混雑状況を考慮し、安全な場所と方法で指導しなければなりません。 

2 受講者は、指導を受けていることを理由として他の利用者に優先せず、自らこの約款を守らな

ければなりません。 

3 対価を得て行う指導その他の営業活動を行う者は、「斑尾高原スキー場 スノースポーツ指導

等営業活動利用規約」に従わなければなりません。 

（子供等の保護者・付添人） 

第 16条 子供その他単独で安全を確保することが難しい者の保護者又は付添人は、その者の能力

及び体調を見極め、危険に遭わせないよう監督し、この約款及び安全な利用方法を理解させるよう

努めなければなりません。 

（事故時の協力） 

第 17条 事故の当事者及び目撃者は、速やかにパトロールその他係員へ通報し、可能な範囲で救

護に協力してください。 

2 事故の当事者及び目撃者は、相互に氏名及び連絡先を確認し、当社から求められた場合は、事

故状況及び本人確認に必要な情報を提供してください。 

（安全用具及び保険） 

第 18条 利用者は、ヘルメットその他利用内容に適した安全用具を着用するよう努めてくださ

い。 

2 利用者は、傷害保険、個人賠償責任保険及び捜索救助費用を補償する保険に加入するよう努め

てください。 
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（捜索救助及び費用） 

第 19条 当社は、管理区域外における捜索又は救助活動を、原則として行いません。管理区域外

で事故又は遭難が発生した場合、利用者本人、その同行者、家族その他の関係者は、管轄する警察

又は消防へ直接通報してください。 

2 前項にかかわらず、当社は、管轄する警察又は消防から協力要請を受けた場合に限り、当スキ

ー場の管理区域内において当社が実施可能と判断する後方支援に協力することがあります。後方支

援の内容は、当社の人員、設備、索道及び雪上車両の稼働状況、気象、安全性その他の事情を考慮

し、当社が決定します。 

3 前項の後方支援を行う場合、当社は、原則として当該支援の開始前に、支援内容及び別表 1に

定める後方支援費用について、遭難者その他法令上支払義務を負う者又はその関係者に説明し、そ

の承諾を得るものとします。ただし、人命の保護その他緊急を要し、事前に説明し、又は承諾を得

ることが困難な場合は、この限りではありません。 

4 前項の後方支援費用は、別表 1「後方支援費用基準」により算定します。 

5 別表 1における「1日」とは暦日を単位とし、活動又は使用時間が 1日に満たない場合も、1 日

として算定します。活動又は使用が複数の暦日にわたる場合は、各暦日について 1日として算定し

ます。 

6 別表 1において「実費」とする費用には、外部事業者への委託費、燃料費、資機材費、交通

費、通信費その他後方支援に要した費用を含み、課税対象となるものには消費税及び地方消費税相

当額を加算します。また、「○○円から」とする費用は、運行時間、燃料費、投入人員、車両若し

くは設備の種類その他の活動条件に応じて算定します。 

7 警察、消防、民間救助隊、医療機関その他の第三者が実施した活動に係る費用は、別表 1に定

める費用とは別に請求されることがあります。 

（当社の責任） 

第 20条 当社は、当社の故意又は過失により利用者に損害を与えた場合、法令に従ってその損害

を賠償します。 

2 スノースポーツに内在する危険、利用者の故意若しくは過失、この約款若しくは係員の指示へ

の違反、又は当社の責めに帰することができない事由により生じた損害について、当社は責任を負

いません。ただし、法令により当社が責任を負う場合はこの限りではありません。 

3 この条は、消費者契約法その他の強行法規により制限又は無効とされる範囲で当社の責任を免

除するものではありません。 

（利用者の損害賠償責任） 

第 21条 利用者の故意若しくは過失又は法令、この約款若しくは係員の指示への違反により当社

又は第三者に損害が生じた場合、当該利用者は、法令に従いその損害を賠償する責任を負います。 

（カスタマーハラスメントへの対応） 

第 22条 当社は、利用者又は旅客の言動のうち、その内容、手段又は態様が、当社の事業及び従

業員が従事する業務の性質その他の事情に照らして社会通念上許容される範囲を超え、従業員の就

業環境を害するものを、カスタマーハラスメントと判断することがあります。正当な申出、意見又

は苦情のすべてをカスタマーハラスメントとして取り扱うものではありません。 
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2 当社は、カスタマーハラスメントに該当すると判断した場合、当該言動への対応を中止若しく

は制限し、管理区域からの退去若しくは以後の利用を拒絶し、又は録音、録画その他事実確認に必

要な措置を講じることがあります。 

3 暴行、脅迫、強要、名誉若しくは信用を害する行為、業務妨害その他違法行為又はそのおそれ

がある場合、当社は、警察、弁護士その他の関係機関へ相談若しくは通報し、又は法的措置を講じ

ることがあります。 

第 3 章 索道運送契約 

（係員の指示） 

第 23条 旅客は、運送の安全確保及び秩序維持のために当社の係員が行う職務上の指示に従わな

ければなりません。 

（運送の引受け） 

第 24条 当社は、第 4条若しくは次条により運送の引受け若しくは継続を拒絶する場合、又は第

26 条により運送を制限する場合を除き、旅客の運送を引き受けます。 

（運送の引受け又は継続の拒絶） 

第 25条 当社は、旅客が次の各号のいずれかに該当する場合、運送の引受け又は継続を拒絶しま

す。 

（1）運送の申込みがこの約款によらないとき。 

（2）当該運送に適する設備がないとき、又は当社が対応できない特別な負担を求められたとき。 

（3）運送が法令、公の秩序又は善良の風俗に反するとき。 

（4）天災その他やむを得ない事由により運送上の支障があるとき。 

（5）係員の指示に従わないとき。 

（6）法令により索道への持込みが禁止又は制限される物品を所持するとき。 

（7）泥酔、疾病、負傷、年齢その他の事情により運送上の安全を確保し難いと認められるとき。 

（8）感染症その他により他の旅客又は係員の安全若しくは健康を害するおそれがあり、法令又は

公的機関の要請に基づく対応が必要なとき。 

（9）その他正当な事由があるとき。 

（運転時刻及び運送の制限） 

第 26条 索道の運転開始及び終了時刻は、当社ウェブサイト、事業所又は停留場に掲示します。 

2 当社は、天災、悪天候、雪質、事故、施設の点検・故障、混雑その他安全又は運営上の事情に

より、索道の運転、乗車券の発売、乗車人員又は手回品の大きさ・個数を制限、変更又は停止する

ことがあります。 

3 当社は、前項の措置を行う場合、可能な範囲で事前に告知します。ただし、緊急その他やむを

得ない場合はこの限りではありません。 
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（乗降にあたって） 

第 27条 旅客は、乗降場の注意表示を確認し、係員の指示に従って乗降しなければなりません。 

2 乗降に不安がある旅客は、乗車前に係員へ申し出てください。申し出があった場合、当社は設

備及び運行上可能な範囲で必要な援助を行います。 

3 旅客は、乗車中、搬器を揺らすこと、搬器から飛び降りること、索道施設に用具で触れること

その他安全な運送を妨げる行為をしてはならず、安全装置を係員の指示に従って使用しなければな

りません。 

4 非常停止等により運転再開が困難な場合、旅客は、救助方法その他について係員の指示に従わ

なければなりません。 

5 旅客は、当社が下り線の営業を行う旨を当社ウェブサイト、現地掲示その他の方法により案内

した索道を除き、索道の下り線に乗車することはできません。ただし、救助、避難その他緊急の場

合において、当社の係員が指示したときは、この限りではありません。 

（運送途中で運転を中止した場合） 

第 28条 天災その他やむを得ない事由により索道の運転を中止した場合、当社は、運送途中の旅

客に対し、状況に応じて途中降車、救助その他の安全措置を講じ、運転再開後は必要な運送継続措

置を行います。 

（旅客に対する責任） 

第 29条 当社は、索道による運送により旅客の生命又は身体を害した場合、法令に従い、これに

より生じた損害を賠償します。ただし、当社が運送に関し必要な注意を怠らなかったことを証明し

た場合その他法令上責任を負わない場合は、この限りではありません。 

2 前項における当社の運送に関する責任は、旅客が搬器への乗車行為を開始した時に始まり、搬

器からの降車行為を終了した時に終わります。 

（手回品等に関する責任） 

第 30条 当社は、旅客のスキー、スノーボード、着衣、眼鏡、時計その他の手回品の滅失又は毀

損について、当社又は係員に故意又は過失がある場合を除き、責任を負いません。 

（旅客等の責任） 

第 31条 旅客又は荷主の故意若しくは過失又は法令若しくはこの約款への違反により当社が損害

を受けた場合、当社は、その者に対して損害の賠償を求めます。 

第 4 章 乗車券、IC カード及びシーズン券 

（乗車券の発売、契約の成立及び効力） 

第 32条 当社は、出札所、当社指定ウェブサイトその他当社が定める方法で乗車券を発売しま

す。 

2 乗車券は、券面、販売画面又は商品説明に表示された券種、期間、時間、年齢、利用者、利用

区域その他の条件に従って使用する場合に限り有効です。 
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3 一日券、時間券、シーズン券その他本人又は同一人の使用を条件とする乗車券は、当該本人又

は同一人のみ使用できます。 

4 当社が販売する乗車券の購入契約は、利用者が当社所定の方法により購入を申し込み、当社が

これを承諾した時に成立します。 

5 前項の承諾は、出札所その他の窓口における購入については、代金の支払いが完了し、当社が

乗車券を発行した時に行われたものとします。当社指定ウェブサイトその他のオンライン販売にお

ける購入については、購入完了画面が表示され、又は購入完了通知が送信された時に行われたもの

とします。 

6 当社は、乗車券の購入申込み前に、本約款が当該購入契約及び当スキー場の利用に適用される

旨並びに本約款の内容を、当社ウェブサイト、販売画面、現地掲示その他相当な方法により表示し

ます。利用者は、乗車券を購入することにより、本約款が契約内容となることに同意したものとし

ます。 

7 共通乗車券、提携乗車券、招待券、無償乗車券その他当社との購入契約によらない乗車券を使

用する利用者については、当該乗車券により当スキー場の施設又は索道の利用を開始した時から、

本約款を適用します。 

8 乗車券を必要としない施設又は区域の利用については、利用者が当該施設又は区域の利用を開

始した時に、その利用に関する契約が成立します。 

（IC カード） 

第 33条 乗車券は、ICカードその他当社が指定する媒体に記録することがあります。旅客は、有

効な乗車券情報が記録された媒体を所持しなければ索道を利用できません。 

2 返却式 IC カードの所有権及び保証金、返却条件その他の取扱いは、第 35 条及び各券種の商品

説明又は販売条件に定めます。 

3 旅客は、係員から乗車券又は本人確認資料の提示を求められた場合、これに応じなければなり

ません。 

4 当社は、乗車券の本人確認及び不正利用防止のため、旅客が IC ゲートを通過する際に旅客の画

像を撮影し、当該画像を通過日時、利用した索道、乗車券情報その他必要な情報と関連付けて記録

することがあります。 

5 本人写真の事前登録を必要としない乗車券については、最初に ICゲートを通過した際に撮影し

た画像を本人確認の基準となる画像として記録し、2回目以降の通過時に撮影した画像と照合する

ことがあります。当該乗車券は、最初に ICゲートを通過した際に撮影された旅客本人以外は使用

できません。 

6 本人写真の事前登録を必要とするシーズン券その他の乗車券については、最初に IC ゲートを通

過した時から、登録された本人写真その他の本人確認情報と、通過時に撮影した画像を照合するこ

とがあります。当該乗車券は、登録された本人以外は使用できません。 

7 前 3 項の照合結果に疑義がある場合、当社は、旅客に対して乗車券及び本人確認資料の提示並

びにゴーグル、フェイスマスクその他顔を覆う物を外すことを求めることがあります。 

（無効、使用停止及び回収） 

第 34条 次の各号のいずれかに該当する乗車券は無効とし、当社は、その使用を停止し、又は回

収することがあります。 
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（1）転売、譲渡、貸与その他販売条件に反して使用されたもの 

（2）偽造、変造、不正な手段による取得又は不正な電子記録がされたもの 

（3）券面又は電子情報を判読若しくは確認できないもの 

（4）再発行後の原券 

（5）この約款又は個別の販売条件に違反して使用されたもの 

（運賃及び適用方法） 

第 35条 当社が収受する運賃、料金、保証金及びその適用方法は、当社ウェブサイト、事業所、

出札所、販売画面又は商品説明に掲示したところによります。 

2 IC カードその他の乗車券媒体には、保証金を必要とする返却式 IC カードと、保証金を必要とせ

ず返却を要しない IC チケットがあります。 

3 返却式 IC カードの発行時には、1枚につき 500 円の保証金をお預かりします。返却式 ICカード

の所有権は、当社に帰属します。 

4 旅客は、返却式 IC カードを返却せずに保有し、次回以降の利用時に再利用することができま

す。 

5 当社は、返却式 IC カードが各リフト券売場又はインフォメーションセンターに返却された場

合、第 3 項の保証金 500 円を返金します。ただし、当社の設備又はシステムに起因する場合を除

き、当社がカードを確認した結果、折れ、曲がりその他外形上の損傷が認められる場合、データを

正常に読み取ることができない場合その他再利用できない状態にある場合は、保証金を返金しませ

ん。 

6 前各項にかかわらず、一部の販売先で取り扱う保証金不要の IC チケットについては、返却を要

しません。当該 ICチケットは持ち帰ることができますが、不要となった場合は、各リフト券売場

又はインフォメーションセンターへ返却することができます。 

（払戻し） 

第 36条 乗車券の払戻しは、別表 2「リフト券払戻基準」及び券種ごとに当社が掲示又は表示する

販売条件に従います。 

2 悪天候その他当社の責めに帰することができない事由により、当スキー場の索道が終日全面運

休となった場合又は営業開始後に全索道が運休し、その後の運転を終了した場合は、別表 2 により

払戻しを行います。一部の索道若しくはコースの休止、営業期間若しくは営業時間の変更又は安全

確保のための一時的な運転中止については、別表 2若しくは個別の販売条件に該当する場合又は法

令により必要となる場合を除き、払戻しを行いません。 

（紛失、破損及び再発行） 

第 37条 乗車券又は ICカードの紛失、破損、データ障害その他の場合の使用停止、再発行、手数

料及び保証金の取扱いは、券種ごとに当社が定める販売条件によります。 

（シーズン券） 

第 38条 シーズン券は、登録された購入者本人に限り、表示された有効期間及び利用区域で使用

できます。家族を含む第三者へ譲渡又は貸与できません。 
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2 利用者は、シーズン券購入時に氏名、年齢、顔写真その他当社が必要とする正確な情報を登録

し、年齢区分等の確認に必要な資料を提示しなければなりません。 

3 営業開始日及び終了日並びに営業内容は予定であり、降雪、融雪、天候、安全上の事情その他

により変更される場合があります。払戻しは第 36条及び購入時に表示された販売条件によりま

す。 

4 購入特典、提携スキー場特典その他付帯サービスは、その提供者、対象期間、利用条件等によ

り変更又は終了することがあります。 

（不正乗車及び割増運賃） 

第 39条 旅客が、有効な乗車券を所持せずに乗車した場合、転売、譲渡若しくは貸与された乗車

券を使用した場合、又は偽造若しくは変造された乗車券を使用した場合、当社は、法令及び当社が

掲示する適用方法に従い、所定運賃及びその 2倍以内の割増運賃を請求します。 

2 前項のほか、不正使用により当社に損害が生じた場合、当社は法令に従い損害賠償を請求する

ことがあります。 

3 前 2 項の不正使用の対象日数は、ICゲート通過情報その他の利用記録に基づき、当社が不正使

用と認めた日数とします。 

（共通乗車券及び提携券） 

第 40条 当社が利用を認める共通乗車券、提携パス、招待券その他の券は、当社の運送区間にお

いて当社の乗車券とみなします。 

2 前項の券による当社の管理区域の利用及び当社の運送区間には、この約款が適用されます。他

事業者の管理区域及び運送区間には、当該事業者が定める約款その他の条件が適用されます。 

第 5 章 個人情報、約款の変更等 

（個人情報） 

第 41条 当社は、乗車券の販売、本人確認、事故対応、救助活動、不正利用防止その他当スキー

場の運営に伴い取得する個人情報を、法令及び当社のプライバシーポリシーに従って取り扱いま

す。 

2 第 33 条第 4項から第 7項までに基づき取得した画像、照合結果、ICゲート通過記録その他の情

報は、乗車券の本人確認、不正利用の防止並びにこれらに関連する調査及び対応の目的に限って利

用します。当社は、本人の同意がある場合又は法令に基づく場合を除き、これらの目的を超えて当

該情報を利用しません。 

3 前項の情報の保存期間、管理方法、第三者提供、開示等の取扱いは、法令及び当社のプライバ

シーポリシーに従います。当社は、利用目的の達成に必要な期間が経過した情報を、適切な方法に

より削除又は利用停止します。 

（約款の変更） 

第 42条 当社は、法令の改正、監督官庁の指示、営業内容の変更その他必要が生じた場合、民法

第 548 条の 4その他法令の定めに従い、この約款を変更することがあります。 

2 当社は、変更する旨、変更後の内容及び効力発生日を、効力発生日までに当社ウェブサイトそ

の他適切な方法で周知します。周知期間は、変更内容及び影響を考慮して合理的に定めます。 



斑尾高原スキー場利用・索道運送約款｜統合改訂案 

2026 年 9 月統合改定版 ｜ 12 

（分離可能性） 

第 43条 この約款の一部が法令により無効又は執行不能と判断された場合でも、その他の条項は

引き続き効力を有します。 

（準拠法及び管轄） 

第 44条 この約款及び当スキー場の利用に関する契約は、日本法に準拠します。 

2 この約款又は当スキー場の利用に関して紛争が生じた場合、法令に別段の定めがある場合を除

き、当社の本店所在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を第一審の合意管轄裁判所とします。 

（正文） 

第 45条 本約款について英語その他の言語による翻訳版を作成する場合、日本語版を正文としま

す。翻訳版と日本語版との間に解釈上の相違又は矛盾がある場合は、日本語版の定めが優先しま

す。 

附則 

1 本約款は、令和 8 年（2026 年）9月 1日から施行します。 

2 本約款の施行に伴い、従前の「スキー場利用約款」及び「特殊索道事業運送約款」は廃止しま

す。 

3 本約款は、乗車券の購入日その他契約の成立日にかかわらず、施行日以後に行われる当スキー

場の利用及び索道による運送に適用します。ただし、施行日前に発生した事由に関する権利義務に

ついては、法令又は別段の定めがある場合を除き、従前の約款によります。 
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別表 1 後方支援費用基準 

（第 19 条第 4 項関係） 

No. 費目 単位 金額（税別） 

1 救助隊員（スキー場管理区域内での後方支援活動） 1 人・1 日 40,000 円 

2 補助員（スノーモービルの運転等） 1 人・1 日 20,000 円 

3 事務局員 1 人・1 日 15,000 円 

4 保険料 ― 実費 

5 食糧費 1 人・1 食 2,000 円 

6 スノーモービル使用料 1 台・1 日 30,000 円 

7 雪上走行車その他の大型車両使用料 1 台・1 日 50,000 円から 

8 索道時間外運行費 1 索道 300,000 円から 

9 夜間照明設備使用料 1 日 50,000 円から 

10 普通乗用車使用料 1 台・1 日 8,000 円 

11 ワゴン車その他の大型車両使用料 1 台・1 日 15,000 円 

12 救助備品使用料 1 日 50,000 円 

13 その他諸経費 ― 実費 

別表 2 リフト券払戻基準 

1 適用条件 

悪天候その他の事由により、当スキー場の全索道が終日運休となった場合又は営業開始後に全索道

が運休し、その後の運転を終了した場合に限り、次の基準で払戻しを行います。一部の索道又はコ

ースのみが運休・閉鎖となった場合は対象外とします。 

2 終日全面運休 

券種 当日購入 前日購入 前々日購入 
1 回券 購入日によらず 未使用分全額 
時間券 購入日によらず 1 時間当たりの金額 × 残時間 
1 日券 全額 ― ― 
2 日券 全額 2 日券料金 － 1 日券料金 ― 
3 日券 全額 3 日券料金 － 1 日券料金 3 日券料金 － 2 日券料金 

3 営業開始後の早期全面運休 

券種 当日購入 前日購入 前々日購入 
1 回券 購入日によらず 未使用分全額 
時間券 購入日によらず 1 時間当たりの金額 × 残時間 
1 日券 1 日券料金 × 払戻率 ― ― 

2 日券 
（1 日券料金 × 払戻率） 

＋（2 日券料金 － 1 日券料

金） 

（2 日券料金 － 1 日券料金） 

× 払戻率 
― 
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券種 当日購入 前日購入 前々日購入 

3 日券 
（1 日券料金 × 払戻率） 

＋（3 日券料金 － 1 日券料

金） 

（3 日券料金 － 2 日券料金）

× 払戻率 

＋（3 日券料金 － 2 日券料

金） 

（3 日券料金 － 2 日券料金） 

× 払戻率 

4 払戻率 

全面運休となった時刻 払戻率 
10 時まで 100% 

10 時を超え 11 時まで 80% 
11 時を超え 13 時まで 50% 
13 時を超え 14 時まで 40% 
14 時を超え 15 時まで 20% 
15 時を超えた場合 0% 

5 算定及び手続 

（1）「残時間」は、対象となる時間券の残存利用時間をいいます。 

（2）払戻しの申出及び手続は、原則として、全面運休となった当日に限り受け付けます。ただ

し、やむを得ない事情があると当社が認めた場合は、この限りではありません。利用者は、対象と

なる乗車券及び当社が求める購入記録その他の資料を提示し、当社所定の手続を行わなければなり

ません。 

（3）払戻額の端数処理、購入日及び全面運休となった時刻の判定方法その他必要な事項は、当社

が別に定め、販売画面又は当社ウェブサイト等に表示します。 


